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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

　﹁
文
学
の
丘
﹂
に
は
３
つ
の
文
学
碑
と

１
人
の
胸
像
が
建
っ
て
い
る
。

　
文
学
碑
の
中
で

最
も
古
い
の
が
歌

人
・
吉
野
秀
雄
の

﹁
歌
碑
﹂
で
あ
る
。

１
９
７
２
年
７
月

1
日
、
吉
野
の
七

回
忌
に
同
期
の
友

人
た
ち
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
、
同
年

10
月
に
は
大
正
14

年
三
田
会
の
寄
贈

に
よ
り
沈
丁
花
の

苗
木
50
本
が
植
樹

さ
れ
た
。
碑
面
に

は
、
吉
野
が
学
生
時
代
に
詠
ん
だ
と
い
う

﹁
図
書
館
の
前
に
沈
丁
咲
く
こ
ろ
は
恋
も

試
験
も
苦
し
か
り
に
き
﹂
が
刻
ま
れ
て
い

る
。

　
群
馬
県
高
崎
出
身
の
吉
野
は
﹃
福
翁
自

伝
﹄
に
感
銘
を
受
け
、
慶
應
義
塾
大
学
理

財
科
予
科
に
進
学
。
経
済
学
部
に
進
ん
だ

が
、
病
気
の
た
め
中
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
病
床
で
国
文
学
を
独
学
し
、
正
岡
子

規
な
ど
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
影
響
を
強
く
受
け

る
。
生
涯
病
気
に
苦
し
み
な
が
ら
も
写
生

を
作
風
と
し
た
数
々
の
歌
を
遺
し
、
書
家

と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
久
保
田
万
太
郎
の
﹁
句
碑
﹂
は
没
後
10

年
に
あ
た
る
１
９
７
３
年
５
月
９
日
に
除

幕
式
が
行
わ
れ
た
。
白
大
理
石
に
黒
御
影

の
碑
面
が
は
め
込
ま
れ
た
句
碑
は
、
塾
員

の
舞
台
装
置
家
・
古
賀
宏
一
が
意
匠
を
担

当
。
碑
面
に
刻
ま
れ
た
﹁
小
山
内
先
生
を

お
も
ふ
　
し
ぐ
る
ゝ
や
大
講
堂
の
赤
れ
ん

が
﹂
は
久
保
田
自
身
の
筆
跡
で
、
学
生
時

学
生
時
代
の
歌
を
刻
む

「
吉
野
秀
雄
歌
碑
」

学
生
時
代
の
恩
師
を
詠
ん
だ

「
久
保
田
万
太
郎
句
碑
」

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス「
文
学
の
丘
」

三
田
キ
ャ
ン
パス
図
書
館
旧
館
八
角
塔
脇
に
あ
る
小
高
い
丘
は
通
称
「
文
学
の
丘
」
と
い
う
。

義
塾
ゆ
か
り
の
文
人
を
顕
彰
す
る
モ
ニュ
メ
ン
ト
が
建
っ
て
い
る
の
が
そ
の
由
来
だ
。

「
文
学
の
丘
」
に
あ
る
歌
碑
・
句
碑
・
詩
碑
・
胸
像
そ
れ
ぞ
れ
の
来
歴
と
、

近
代
日
本
文
学
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
４
人
の
文
人
た
ち
を
紹
介
す
る
。
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ま
よ
ひ
来
れ
ば
秋
草
の
　
ひ
と
つ
残
り
て

咲
き
に
け
り
　
お
も
か
げ
見
え
て
な
つ
か

し
く
　
手
折
れ
ば
く
る
し
花
散
り
ぬ
﹂
と

い
う
四
行
詩
が
刻
ま
れ
た
。
碑
の
前
の
筆

塚
に
は
愛
用
し
て
い
た
万
年
筆
が
納
め
ら

れ
て
い
る
。

　
和
歌
山
県
新
宮
の
医
師
の
長
男
で
中
学

生
の
頃
か
ら
詩
作
を
行
っ
て
い
た
佐
藤
春

夫
は
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
科
で
永
井
荷

風
に
学
ぶ
。
１
９
１
３
年
に
中
退
し
た
が
、

﹃
殉
情
詩
集
﹄
や
小
説
﹃
田
園
の
憂
鬱
﹄

な
ど
旺
盛
な
執
筆
活
動
で
大
正
年
間
に
文

学
者
と
し
て
の
名
声
を
確
立
し
た
。

　
久
保
田
万
太
郎
の
句
碑
に
そ
の
名
を
記

さ
れ
た
﹁
新
劇
の
父
﹂
小
山
内
薫
。
そ
の

胸
像
は
、
１
９
５
８
年
に
彫
刻
家
の
朝
倉

文
夫
に
よ
り
作
ら
れ
、
当
初
は
歌
舞
伎
座

の
別
館
売
店
前
に
設
置
さ
れ
た
。

　
小
山
内
は
１
９
１
０
年
か
ら
22

年
ま
で
慶
應
義
塾
大
学
文
学
科
な

ど
で
劇
文
学
の
講
義
を
担
当
。
小

山
内
着
任
の
年
に
創
刊
さ
れ
た﹃
三

田
文
学
﹄
を
は
じ
め
、
三
田
文
壇

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
１
９

２
８
年
、
47
歳
の
若
さ
で
急
逝
し

代
に
受
け
た
小
山
内
薫
の
講
義
を
偲
ん
で

の
一
句
で
あ
る
。

　
慶
應
義
塾
大
学
文
学
科
出
身
の
久
保
田

は
、
小
説
、
戯
曲
、
演
出
、
俳
句
と
幅
広

く
活
躍
し
た
人
物
で
、
文
学
部
予
科
で
作

文
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。
晩
年
に
は
作

品
の
著
作
権
を
慶
應
義
塾
に
寄
託
。
慶
應

義
塾
で
は
そ
の
遺
志
を
継
い
で
記
念
基
金

を
設
け
、
文
学
部
で
は
そ
の
資
金
に
よ
っ

て
現
在
も
現
代
芸
術
や
詩
学
の
識
者
を
内

外
か
ら
講
師
と
し
て
招
聘
す
る
﹁
久
保
田

万
太
郎
記
念
講
座
﹂
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

　
１
９
７
４
年
、
没

後
10
年
を
期
し
て
三

田
の
詩
人
と
し
て
親

し
ま
れ
た
佐
藤
春
夫

の
﹁
詩
碑
﹂
が
門
下

の
人
々
の
尽
力
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
。
設

計
は
、
生
前
か
ら
親

交
の
あ
っ
た
建
築
家

谷
口
吉
郎
が
担
当
。
御

影
石
の
碑
に
は
、
詩

集
﹃
殉
情
詩
集
﹄
か

ら﹁
断
章
﹂
の
一
編﹁
さ

た
際
、
慶
應
義
塾
社
中
の
人
々
は
遺
さ
れ

た
妻
と
３
人
の
子
供
の
た
め
に
教
育
基
金

を
募
り
、
集
ま
っ
た
お
金
を
遺
族
に
贈
っ

て
い
る
。

　
そ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
、
歌
舞
伎
座
の

胸
像
が
１
９
６
４
年
８
月
に
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
西
校
舎
と
当
時
の
第
３
研
究
室
棟
の

間
に
移
設
さ
れ
た
。
こ
の
場
所
は
、
小
山

内
が
﹁
築
地
小
劇
場
﹂
旗
揚
げ
の
発
端
と

な
る
講
演
会
を
開
い
た
旧
大
講
堂
に
近
い

と
い
う
理
由
だ
っ
た
。
移
設
の
際
に
胸
像

は
谷
口
吉
郎
の
意
匠
に
よ
る
台
石
に
載
せ

ら
れ
た
。

　
大
学
院
校
舎
建
設
に
伴
い
、
１
９
８
４

年
に
胸
像
は
再
び
移
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
﹁
文
学
の
丘
﹂
の
住
人
と
な
っ
た
。
な

お
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
近
代

演
劇
関
係
の
書
籍
約
６
０
０
０
冊
な
ど
小

山
内
の
旧
蔵
書
﹁
小
山
内
文
庫
﹂
が
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。

愛
用
の
万
年
筆
が
納
め
ら
れ
た

「
佐
藤
春
夫
詩
碑
」

三
田
文
壇
の
人
々
に
慕
わ
れ
た

「
小
山
内
薫
胸
像
」


